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2019 年度 文部科学省 

「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

福島県地域啓蒙のためのソフトコンテンツ人材育成事業 

成果資料 

【開発資料】 

１．福島県における人材育成ビジョンシート（P1） 

・福島県における人材育成ビジョンシート(改訂版) 

    ・「ふくしまソフトコンテンツネットワーク協議会」設立 

 

【共通カリキュラム】 

２．共通カリキュラム開発のための実証講座（P9） 

・地域の課題解決取り組み事例 

・「地域を知る」カリキュラム 

・「発想を広げる」カリキュラム 

 

【個別カリキュラム】 

３．個別カリキュラム（P36） 

  ・マンガ分野 

  ・アニメ分野 

  ・ICT・ゲーム分野 

 

【事例共有資料】 

４．地域行政との組織的連携事業の事例（P46） 

  ・「三春町アートクリエイター教室」事業 

・行政連携によるマンガ作品制作事例（須賀川市） 

  ・人材育成協議会の自立化ロードマップ 

  
本資料は、文部科学省の生涯学習振興事業委託費による委託事業として、学校法人国際総合学園 

国際アート＆デザイン大学校が実施した 2019 年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」

の成果物です。 
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共通カリキュラム開発のための実証講座 

 

地域の課題解決取り組み事例 
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地域の課題解決取り組み事例 

 

本事業のカリキュラム開発のため、地域の課題解決をテーマに実証講座を開催 

 

「共通カリキュラム」と「個別カリキュラム」が連携するワークショップを開催し、地域の課題解決につ

ながるコンテンツ制作（アプリ開発）にチャレンジした。 

 

「共通カリキュラム」 

①「地域を知る」カリキュラム 

『地域を知るワークショップ』と題し、ICT 分野の力で解決すべき地域課題の掘り起こしを行うワー

クショップ（アイデアソン）を開催し、地域行政と地域の学生たちとが一緒に福島県、郡山地域の未

来を考える機会を創出した。 

 

②「発想を広げる」カリキュラム 

マインドマップを活用した発想を広げるワークショップを行い、グループごとにディスカッションを繰

り返し、最終的にアイディアを発表する。 

アクティブラーニングの手法を取り入れ、地域の歴史や偉人、観光地や地元ネタを題材に限られ

た時間の中で良いアイディアを多く発表する事が出来るようになる事を目標とした。 

 

③「ご当地キャラクター開発」 

発想を広げるワークショップによって得た知識をもとに、実際の取材や調査で得た情報をもとに発

想を広げ、登場するキャラクターの設定やストーリーを考案してコンテンツ制作が出来るようになる

事を目標とした。 

 

④ハッカソン「Connect 2019 in Koriyama with UDC」 

～「IT やオープンデータを活用して、地域の課題を解決する」ハッカソン～ 

自分たちの暮らす街を良くするアプリを、自分たちで作ろう！ 

少子高齢化、地域の防犯・防災、観光や商店街の活性化など、地域が抱える課題に対し、その解

決に役立つアプリケーションを開発するイベントに参加し、コンテンツ制作にチャレンジした。 

  

「地域を知る」WS

• アイデアソン

• 講演・講座

• パネルディスカッ
ション

「発想を広げる」WS

• マインドマップ

• ディスカッション

• コミュニケーション

「ご当地キャラクター
開発」WS

• アプリ開発

• マンガ制作

• アニメ制作
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実証講座 １ 

（１）アイデアソン『地域を知るワークショップ』 2019 年 8 月 29 日（木） 

目的：『地域を知るワークショップ』と題し、ICT 分野の力で解決すべき地域課題の掘り起こしを行う

ワークショップを開催し、地域行政と地域の学生たちとが一緒に福島県、郡山地域の未来を考え

る機会を創出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者：FSG カレッジリーグ 国際アート＆デザイン大学校、 

及び 国際情報工科自動車大学校の学生 

地域の情報関連企業の社員など        120 名 

 

第一部「講演」 

演題：「アイデアソン×ハッカソンで地域の課題解決」 

中林寿文 様（IGDA（国際ゲーム開発者協会）日本 副理事長、サイバーズ㈱社長） 

 

演題：「地域の ICT 人材育成の必要性」 

大久保仁 様（エフスタ代表） 

 

 

 

 

第二部「郡山地域を知るワークショップ」 

 

発表 

・伊藤聖隆 様（郡山市産業観光部観光課観光係長） 

・高橋勇介 様（郡山市政策開発部政策開発課連携中枢都市圏推進係長） 

・岩崎敦史 様（郡山市政策開発部ソーシャルメディア推進課ＩＣＴ戦略係） 

・武林祥雄 様（福島県企画調整部地域政策課 総括主幹） 

 

パネルディスカッション 

コーディネーター：中林寿文 様 

パネリスト：大久保仁 様、伊藤聖隆 様、高橋勇介 様、岩崎敦史 様、武林祥雄 様 
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<講演：中林寿文 様（IGDA（国際ゲーム開発者協会）日本 副理事長）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<講演：大久保仁 様（エフスタ代表）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<講演：伊藤聖隆 様（郡山市産業観光部観光課観光係長）> 
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<講演：高橋勇介 様（郡山市政策開発部政策開発課連携中枢都市圏推進係長）>  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<講演：岩崎敦史 様（郡山市政策開発部ソーシャルメディア推進課ＩＣＴ戦略係）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<講演：武林祥雄 様（福島県企画調整部地域政策課 総括主幹> 
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<パネルディスカッションと学生質問の様子> 
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実証講座 ２－① 

（２）発想を広げるワークショップ①『創発への誘い』2019 年 10 月 25 日（金） 

・講師：中林寿文 様（IGDA（国際ゲーム開発者協会）日本 副理事長） 

・内容： 

マインドマップを活用した発想を広げるワークショップを行い、グループごとにアイディアを発表す

る。 

・目標： 

アクティブラーニングの手法を取り入れ、地域の歴史や偉人、観光地や地元ネタを題材に限られ

た時間の中で良いアイディアを多く発表する事が出来るようになる。 
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実証講座 ２－② 

（３）発想を広げるワークショップ②『ご当地キャラクター開発』2019 年 11 月 1 日（金） 

・講師：小濱 玲（デザイナー）／山田直美（国際アート＆デザイン大学校） 

・目標： 

『創発への誘い』の講義とワークショップによって得た知識をもとに、実際の取材や調査で得た情

報をもとに発想を広げ、登場するキャラクターの設定やストーリーを考案してコンテンツ制作が出

来るようになる。 

 

具体的には、地域（福島県や郡山市）から世界に発信できるコンテンツ、として 

・地域の歴史や偉人、観光地や地元ネタを題材にしたキャラクター開発とコンテンツ制作。 

・外国人観光客をターゲットにしたキャラクター開発とコンテンツ制作。 

・「SDGs 未来都市こおりやま」を題材にしたキャラクター開発とコンテンツ制作。 

などを題材に、学内でグループ制作に取り組み発表。 
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発表の後には講師による講評とそれぞれの修正課題を提示し、グループごとに解決策を導き出

すワークショップを開催した。 

 

 

<講師講評：小濱 玲 様（デザイナー）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<ワークショップの様子> 
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実証講座 ３ 

（４）ハッカソン「Connect 2019 in Koriyama with UDC」 

目的・概要： 

～「IT やオープンデータを活用して、地域の課題を解決する」ハッカソン～ 

自分たちの暮らす街を良くするアプリを、自分たちで作ろう！ 

「郡山市青少年会館」を会場に合宿形式によるハッカソン（開発イベント）を開催。 

少子高齢化、地域の防犯・防災、観光や商店街の活性化など、地域が抱える課題に対し、その解

決に役立つアプリケーションを開発する。 

 

開催日時 2019 年 12 月 21 日（土）～22 日（日） 

会場 郡山市青少年会館 （郡山市大槻町字漆棒 82 番地） 

主催 郡山地域ニューメディア・コミュニティ事業推進協議会 

共催 （予定）郡山市／（公財）郡山地域テクノポリス推進機構 

 

協賛 運営・協力（予定） 

エフスタ!!／ふくしま IoT ビジネス共創ラボ／国際アート＆デザイン大学校／国際情報工科自動

車大学校／日本マイクロソフト（株）／アーバンデータチャレンジ 2019 実行委員会／東北 TECH

道場 

 

後援 （予定）須賀川市、鏡石町、石川町、玉川村、三春町 

郡山商工会議所、須賀川商工会議所、鏡石町商工会 

石川町商工会、玉川村商工会、三春町商工会 

郡山高度情報化システム研究会、NPO 法人国際ゲーム開発者協会日本 

  

  

<ハッカソンでの全体講演、グループ開発、発表の様子> 
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タイムスケジュール（概要） 

 

【1 日目】12 月 21 日（土） 

8：30 受付 

9：00 開会 

9：10 チーム紹介 

9：30～11：00 アプリ開発に役立つセミナー開催 

11：30～20：50 アプリ開発（チーム別作業） 

12：00～13：00 昼食 

17：00～20：50 夕食、入浴 

21：00～22：00 交流会（参加自由） 

22：30～ 就寝 

 

【2 日目】12 月 22 日（日） 

6：30～6：45 ラジオ体操（参加自由） 

7：00～14：30 アプリ開発（チーム別） 

8：00～8：30 朝食 

12：00～12：30 昼食 

15：00～16：30 各チームによる発表 

16：30～アプリ成功事例発表 

16：30～審査 

17：00～表彰 

17：30 後片付け 

18：00 解散 

 

セミナー講師 

①NPO 法人国際ゲーム開発者協会日本（IGDA 日本） 

副理事長 中林 寿文 氏 

②東北 TECH 道場 小俣 博司 氏 

③マイクロソフト（株） パートナー事業本部 

テクニカルエバンジェリスト 物江 修 氏 

 

 

審査員 

郡山高度情報化システム研究会 

副会長  大槻 努 氏 

 

公立大学法人会津大学客員准教授 

藤井 靖史 氏 

 

NPO 法人国際ゲーム開発者協会日本（IGDA 日本） 

副理事長 中林 寿文 氏 

 

（株）ＮＴＴ東日本 福島支店 第一ビジネスイノベーション部 

課長 平川 義彦 氏 

 

マイクロソフト（株）パートナー事業本部 

テクニカルエバンジェリスト 物江 修 氏 

 

東北 TECH 道場 小俣 博司 氏 
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実証講座の制作指導者 

（全体指導者） 

NPO 法人国際ゲーム開発者協会日本（IGDA 日本） 

副理事長 中林 寿文 氏 

 

エフスタ！！  

代表 大久保 仁 氏 

 

（グループ指導者） 

国際ゲーム開発者協会東北（IGDA 東北） 

代表 國井 稔 氏 

 

国際ゲーム開発者協会東北（IGDA 東北） 

副代表 菅家 利勝 氏 

 

学生参加グループ ※全体では 12 グループ（内 FSG カレッジリーグ学生は 6 グループ） 

 

  
1 チーム名「田舎っぺ。」 2 チーム名「大阪事変」

IGDA東北 國井 稔 メンター IGDA東北 菅家 利勝 メンター

情報システム工学科 2年 男 情報システム工学科 2年 男

情報システム工学科 1年 男 情報システム工学科 1年 男

ゲームソフト開発 1年 男 ゲームソフト開発 1年 男

ゲームソフト開発 1年 男 ゲームソフト開発 1年 男

ゲームソフト開発 1年 男 ゲームソフト開発 1年 男

ゲームグラフィック科 1年 男 ゲームグラフィック科 1年 男

コミックイラスト科 1年 女 コミックイラスト科 1年 女

コミックイラスト科 1年 女 9 名 コミックイラスト科 1年 女 9 名

3 チーム名「ハッカソンレンジャー」 4 チーム名「がくとくん愛好家」

WiZ メンター WiZ メンター

情報システム工学科 2年 男 高度情報工学科 1年 男

高度情報工学科 1年 男 情報システム工学科 1年 男

ゲームソフト開発 1年 男 ゲームソフト開発 1年 男

ゲームソフト開発 1年 男 ゲームソフト開発 1年 男

ゲームソフト開発 1年 男 ゲームソフト開発 1年 男

ゲームグラフィック科 1年 男 ゲームグラフィック科 1年 男

コミックイラスト科 1年 男 8 名 CGマスター科 1年 男 8 名

5 チーム名「ふわふわタピオカ」 6 チーム名「QRコード読み取れませんでした」

ゲームソフト開発科 3年 男 メンター ゲームソフト開発科 3年 男 メンター

情報システム工学科 1年 男 情報システム工学科 1年 男

ゲームソフト開発 1年 男 ゲームソフト開発 1年 女

ゲームソフト開発 1年 男 ゲームグラフィック科 1年 女

ゲームソフト開発 1年 男 ゲームグラフィック科 1年 男

ゲームソフト開発 1年 男 ゲームソフト開発 1年 男

ゲームグラフィック科 1年 男 ゲームソフト開発 1年 男

ゲームグラフィック科 1年 男 8 名 ゲームソフト開発 1年 男 8 名
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参加チームと作品一覧 

 

Connect 2019 in Koriyama, with UDC 作品一覧

1 テク ノ アカ デミ ー郡山 アームシェ イ カ ーズ ゆる コ レ

運動不足解消と 地域の活性化を 目的と し たキャ ラ ク タ ー収集型のスマホ位置情報ゲームアプ
リ 。 ゲームでは、 特定の場所に寄る と ゆる キャ ラ を 卵の状態でも ら える 。 取得し た時点から
歩数に応じ 孵化し 、 第1～第3系まで進化する 。 プレ イ ヤーは第3進化系を めざし て歩く こ と
で運動不足を 解消でき る 。 また、 お店や観光地は専用のアプリ でゆる キャ ラ を 自由に配置す
る こ と で集客を 狙える 。 Xamar i nと Azur eを 使っ てこ れら の機能を 実装する 。

学生

2 A&D, Wi Z1 田舎っ ぺ。 Lossl ess（ ロ スレ ス）

福島県では食品ロ スで捨てら れている 食品がたく さ んあり 、 その食品ロ スを 少なく する アプ
リ 。 こ のアプリ はお店側にも 協力し ても ら う 必要があり ますが、 お店側は食品ロ スで売上が
0になる 食べ物が減り 、 購入者はのほう は普段よ り 食品ロ スで捨てら れてし まう 食品を お得
に買える こ と ができ る 。
最終的には福島県だけではなく 、 全国でも 使える よ う に設計はし ている 。

学生

3 A&D, Wi Z2 大阪事変 リ アル謎解き  福島の物語

謎解き と スト ーリ ーを 追う こ と で福島の観光地や名所などを 利用者に巡っ ても ら う アプリ 。
目的地に到着する と 問題が出さ れ、 正解する と スト ーリ ーが解除さ れる 。 スト ーリ ーを ク リ
アする と 他のスト ーリ ーが解放さ れていく 。
スト ーリ ーのメ イ ン キャ ラ ク タ ーは3人。 スト ーリ ーを 複数用意する こ と で繰り 返し 福島に
足を 運んでも ら う 。

学生

4 A&D, Wi Z3 ハッ カ ソ ン レ ン ジャ ー 郡山マチナビ
アプリ の位置情報を も と に歩いた距離や消費し たカ ロ リ ーを 元にキャ ラ のレ ベルが上がる と
いう 機能にプラ スし て付近のバス停と そのバス停の時刻表を 表示し ます。 またフ リ ーWi -Fi
の場所も マッ プ上に表示し ます。

学生

5 A&D, Wi Z4 がく と く ん愛好家 バスナビ

郡山駅周辺のバスロ ータ リ ーは時刻表が、 遠く にある 場合も ある ため、 アプリ 化する こ と で
確認し やすいよ う にし まし た。
学生や県外の方を 対象にし ています。
機能と し ては、 時刻表を 表示や行き 先検索など最小限に止め利便性向上を 計り まし た。

学生

6 A&D, Wi Z5 ふわふわタ ピ オカ バスでGO
バスの運行状況と 照ら し 合わせて観光地まで案内し てく れる ナビ アプリ 。 バスの現在地を リ
アルタ イ ムで更新！遅延状況も 簡単に把握でき ます。

学生

7 A&D, Wi Z6
QRコ ード 読み取れませ
んでし た

QRコ ード バト ラ ー
観光客を 増やすアプリ 。 交通機関にQRコ ード を 設置し 、 読み込むと 近く の観光地の情報と ポ
イ ン ト ゲッ ト ！ポイ ン ト で敵を 倒し てク ーポン ゲッ ト ！

学生

8 郡山市ソ ーシャ ルメ
ディ ア推進課

郡山市
こ おり やま広域圏情報アプリ
〜イ マコ コ DE〜

・ 利用者の位置情報を 基に、 周辺の観光情報、 商業施設の位置、 オスト メ イ ト 対応ト イ レ や
授乳室の有無、 Wi -f i の設置箇所等を 地図上に表示。
・ 情報元は、 行政のオープン データ やユーザから の投稿。
・ 表示する 情報についてはユーザ毎に設定が可能であり 、 観光関連のみの表示や、 日常生活
上の必要な商業施設の表示のみにする こ と が可能で、 ユーザ投稿のみ非表示にする と いっ た
こ と も 可能。
・ 応援自治体の設定によ る 、 チーム別の競争要素や、 地点の投稿数や評価数によ る ラ ン キン
グ制度の搭載等。

社会人

9 社会人学生混合チーム 安積高校物理部 ACQI FY（ アク シフ ァ イ ）

郡山市では年間1000件以上の交通事故が発生し ている 。 本アプリ は市内の交通事故多発地点
に近づいたら 注意喚起音声を 読み上げる 機能と ユーザ自身が交通事故にはなら なかっ たが、
交通事故になり そう だっ た地点を 報告し 、 事故は起こ ら ないが交通事故が発生する かも し れ
ない危険な場所を 共有し 、 可視化する 機能を 用いて交通事故件数を 減少さ せる こ と を 目的と
し たアプリ です。

社会人＆学生

10 福島情報処理セン タ ー エフ アイ シー
高齢者向けAI スピ ーカ ーを 利
用し た緊急災害情報発信アプ
リ

災害が発生し た際に、 市役所の職員が災害情報を システムに登録する と 、 高齢者世帯に配布
さ れている AI スピ ーカ ーから 災害情報が読み上げら れ、 避難し たかどう か人感セン サーで確
認し 家族へ避難状況を ラ イ ン で通知する サービ ス。  また、 市役所職員向けにマッ プ上で災
害エリ アや、 高齢者がどこ に住んでいる かがわかり 避難状況を 一目でわかる サービ ス。

社会人＆学生

11 エフ スタ ほのかなひかり マパナラ

日本は他の先進国と 比べて父親の育児や家事の関与率が低く 、 母親の育児や家事にかかる 負
担が多いため、 他の先進国と 比べ母親から 子育てが大変だと 認識さ れており 、 少子化がます
ます進んでいる 状況と なっ ている 。 今回開発し た「 マパナラ 」 は、 こ れら の課題を 解決する
ための「 ママなら どう する ？」 、 「 パパなら どう する ？」 を 生活の中で共有する アプリ で
す。 夫婦間の家事や育児のLI NEのやり と り を LI NE Bot と AI で解析し 、 ママやパパがいない
と き でも 「 マパナラ 」 に聞けば「 ママなら パパなら どう する ？」 を 返し てく れる アプリ と
なっ ています。

社会人

12 福島コ ン ピ ュ ータ ーシ
ステム

チームFCS YOROZUMAP（ よ ろ ずまっ ぷ）

SNSのよ う に気軽に閲覧・ 投稿を し ても ら い、 地域のあら ゆる 場所、 あら ゆる 時代の情報を
画像データ と し て残すアプリ ケーショ ン 。
写真＋位置情報＋タ グを ベースと し て投稿でき る 。
投稿し た内容は時系列で表示を 行える ので、 過去のその場所の姿から 昔を 知っ たり 、 災害時
の姿があれば過去に冠水の被害があっ たかなどを 知る こ と で防災観点と し ての利用も 視野に
入れています。

社会人＆学生

※A&D, Wi Z： 国際アート ＆デザイ ン 大学校、 国際自動車大学校

No チーム名 アプリ 名 企業/学生概要所属
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表彰 

 

 

参加者アンケート（参加者全体アンケートから抜粋） 

 

・大変説明がわかりやすく、是非アプリを使ってみたいと思った。 

・いままで経験したことないことができてとても学べた。 

・余裕がなく、いそがしかった。時間が短いと感じた。 

・個人の意見が上手くいかせて、とても良かったと思います。 

・開発したアプリが実際に使われていることが分かって驚いた。 

・良い経験を身に付けられたので学外でも生かしていきたい。 

・将来のために良い経験をしました。 

・ウェブの画面の開発を初めて行った。とても良い経験になった。 

・ハッカソンの成功のポイントを適格に説明してくれました。 

・社会人チームの発表がおもしろかった。 

・2000 円でこの企画に参加できることはすごいと思った。 

・刺激のある体験ができてよかったです。 

・短時間でゴールに向けて開発するのは難しかった。かなりパワフルなイベントで良い経験になっ

た。 

・普段一緒に開発しない人たちと一緒にできてよかった。 

・きちんとプログラミングができる状態で参加したかったです。 

・なかなか案が決まらなくて、あまり作り込めなかったのは残念でしたが、アプリを作ることはとても

楽しかったです。 

・コミュニケーションが苦手で、最初はあまり会話ができませんでしたが、後々自分から案を言うこと

ができたので良かったです。 

・様々な体験を通して、改めてコミュニケーションの大切さ、人々の可能性を感じた。自分の未熟さ

を痛感しつつも今後の改善点を見出せた。とても良い経験になった。 

・開発する側からすると、もう少し自由なスケジュールがいい。未経験の方を呼ぶのであれば（各チ

ームに混ぜる形で）ハッカソンではなくアイデアソンの方がよいのでは？ 

・当日にテーマを発表されるスタイルの方がハッカソンの素晴らしさをより感じられると思う。 

 

  

順位 名称 対象 チーム名 アプリ名

優勝 郡山市長賞 ポイント一位 ほのかなひかり マパナラ

2位 郡山高度情報化システム研究会賞 ポイント二位 安積高校物理部 ACQI FY（ アク シフ ァ イ ）

3位 Connect 2019賞（ニューコメ賞） 学生ポイント一位 田舎っ ぺ。 Lossl ess（ ロ スレ ス）

4位 マイクロソフト賞 学生ポイント二位 アームシェ イ カ ーズ ゆる コ レ



23 
 

主催者からの全体講評 

 

今回のハッカソンには学生チーム 7、企業チーム 2、社会人が 2 チーム、自治体が 1 チームの

計 12 チームの参加となりました。自治体として初参加の郡山市役所、学生としては安積高校と国

際アート＆デザイン大学校も初参加でした。 

当初日程を事情により直前に変更し 12 月の下旬に開催したにも関わらず、90 名を超える人々

に参加していただいたことを深く感謝申し上げます。参加者の熱意、講師の先生方の熱心なご指

導、大会運営関係者のご協力もあり無事ハッカソンを終えることができました。 

作品のデザイン、プレゼンの方法、時間配分等、昨年に比べて確実に向上したと思われます。

特に学生チームの向上は著しく、プログラマー志向の学生のみならず、デザイン分野の学生の参

加によって見た目の楽しさが増え、社会人チームとの差も縮まっていると思われます。ただ、プロ

グラミング能力においてはまだ企業・社会人チームに一日の長がありハンデがあると思いますが、

課題を後輩に引き継ぐ等を含め更に工夫して来年に臨んでいただきたく期待しております。 
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「発想を広げる」カリキュラム 

スライド資料 
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「発想を広げる」カリキュラム 

スライド資料 
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「発想を広げる」カリキュラム 

スライド資料 
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「発想を広げる」カリキュラム 

スライド資料 
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「発想を広げる」カリキュラム 

スライド資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



29 
 

「発想を広げる」カリキュラム 

スライド資料 
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「発想を広げる」カリキュラム 

スライド資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



31 
 

「発想を広げる」カリキュラム 

スライド資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



32 
 

「発想を広げる」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



33 
 

「発想を広げる」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「発想を広げる」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「発想を広げる」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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個別カリキュラム開発 

 

マンガ分野カリキュラム 

 

アニメ分野カリキュラム 

 

ICT・ゲーム分野カリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

  



37 
 

「マンガ分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「マンガ分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「マンガ分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「アニメ分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「アニメ分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「アニメ分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「ICT・ゲーム分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「ICT・ゲーム分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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「ICT・ゲーム分野」カリキュラム 

必要となるスキルとシラバス 
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地域行政との組織的連携事業の事例 

 

「三春町アートクリエイター教室」事業 

 

行政連携によるマンガ作品制作事例（須賀川市） 

 

人材育成協議会の自立化ロードマップ 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



48 
 

「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 学習型教室 教材資料 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 学習型教室用教材資料（抜粋） 
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「三春町アートクリエイター教室」事業 学習型教室用教材資料（抜粋） 
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行政連携によるマンガ作品制作事例（須賀川市文化振興課様） 

 

実証講座 

【マンガ制作の流れ】 

 

「共通カリキュラム」の開発のため、須賀川市役所文化振興課から依頼のあったマンガ制作を題

材として、以下の様な制作の流れで実証講座を実施した。 

※平成 30 年度事業でスタートし、2019 年度事業にて完成した。 

 

 

 

「共通カリキュラム」 

①「地域を知る」カリキュラム 

制作の対象となる史跡を見学し、実際に見ること体験することで知識を深める。 

同時に資料や文献にふれ、写真撮影を行うなど資料を集める機会とする。 

学芸員による講義を受講し解説を聞くことで、更に理解を深めていく。 

 

②「発想を広げる」カリキュラム 

マインドマップを活用した発想を広げるワークショップを行い、グループごとにディスカッションを繰

り返し、最終的にアイディアを発表する。 

アクティブラーニングの手法を取り入れ、積極的に参加する事でより良いアイディアを多く発表す

る事が出来る様になる。 

 

「マンガ制作カリキュラム」 

現地取材と講義によって得た知識をもとに、発想を広げながら、登場するキャラクターの 

設定やストーリーを考案してマンガ制作がスタートする。 

登場するキャラクターやストーリーを考え、小学生や中学生に伝わる言葉を選ぶ。 

マンガ制作の指導者と学芸員による制作途中の確認会を繰り返し、より精度の高いマンガ作品

に仕上げることを目指す。 

 

「地域を知る」

• 見学ツアー

• 講座の受講

• 資料集め

「発想を広げる」

• マインドマップ

• ディスカッション

• コミュニケーション

「マンガ制作」

• キャラクター

• ストーリー

• せりふ
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石背国建国 1,300 年 上人壇廃寺跡国史跡指定 50 周年記念事業 

「まぼろしの国 石背(いわせ)」 

ワークショップ「いわせの古代を知ろう！」 

 

依頼内容 

小学校高学年～中学生を対象とした、マンガ（イラスト）仕立ての冊子を作成し、市内小学校 6 年

生・中学 3 年生などに配布し、事業の周知を図る。 

 

取り組み経過 

①平成 30 年 10 月 26 日 キックオフ 

地域を知る 講師：須賀川市役所文化振興課 様 

 

バス（須賀川市所有のバスを使用）で須賀川市内の対象となる遺跡および出土資料等を見学 

 

行程 

国際アート＆デザイン大学校⇒市立博物館（常設展示見学）⇒蝦夷穴古墳（遺跡見学） 

⇒和田の大仏（遺跡見学）⇒上人壇廃寺跡（遺跡見学）⇒国際アート＆デザイン大学校 
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②11 月 9 日 講義（１）「福島県の古墳時代と岩瀬郡」 
地域を知る 講師：須賀川市役所文化振興課 様 
 

  
 
 
 
③12 月 17 日 講義（２）「福島県の奈良時代と石背国」 
地域を知る 講師：須賀川市役所文化振興課 様 
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④12 月 17 日 ワークショップ『創発への誘い』（実証講座として開催） 
発想を広げる 講師：IGDA 日本 中林寿文 様 
 
マインドマップを活用した発想を広げるワークショップを行い、グループごとにアイディ

アを発表する。 
 

  
 
アクティブラーニングの手法を取り入れ、積極的に参加する事でより良いアイディアを多

く発表する事が出来る様になる。 
 

  
 

   
 
現地取材と講義によって得た知識をもとに、発想を広げながら、登場するキャラクターの 
設定やストーリーを考案してマンガ制作がスタートする。 
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⑤平成 31 年 2 月 14 日  
マンガ制作 制作進捗確認会 
講師：本校講師 及び 須賀川市役所文化振興課 様 
 

  
 

  
 

     

 
本事業終了後の予定 
2 月中 制作進捗確認 セリフや言い回しの確認 
3 月 18 日 作品データ入稿 
3 月中 完成 
2020 年 2 月 活用事例報告 
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人材育成協議会の自立化ロードマップ 
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人材育成協議会の自立化ロードマップ 
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人材育成協議会の自立化ロードマップ 
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人材育成協議会の自立化ロードマップ 
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人材育成協議会の自立化ロードマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



90 
 

人材育成協議会の自立化ロードマップ 
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人材育成協議会の自立化ロードマップ 
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人材育成協議会の自立化ロードマップ 
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人材育成協議会の自立化ロードマップ 
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人材育成協議会の自立化ロードマップ 
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人材育成協議会の自立化ロードマップ 
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人材育成協議会の自立化ロードマップ 
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人材育成協議会の自立化ロードマップ 
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人材育成協議会の自立化ロードマップ 
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2019年度 文部科学省 

「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

福島県地域啓蒙のためのソフトコンテンツ人材育成事業 

成果資料 

 

発行◆2020年 2月 

 

お問い合わせ◆連絡先 

 

学校法人国際総合学園 

国際アート＆デザイン大学校 
 

〒963-8811 福島県郡山市方八町 2-4-1 

TEL 024-956-0040 

 

http://www.art-design.ac.jp 

E-mail: ad@nsg.gr.jp 

 

http://www.art-design.ac.jp/
mailto:ad@nsg.gr.jp
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